
 

 

 

 

 

 

長南中学校「アンネのバラ」記念植樹 in泉佐野市役所 
 

みなさんは「アンネのバラ」をご存知ですか。 

「アンネのバラ(Souvenir de AnneFrank)」は、第２次世界大戦

中の強制収容所で、１５歳という短い生涯を終えたアンネ・フランクの

形見のバラです。戦後、「アンネの日記」が出版されると、自由と平和

の大切さを願う言動が多くの人々に感動を与え、世界的ベストセラー

となります。アンネの父オットー・フランクさんは、娘の平和を願う心を

このバラに託し、世界中の人々に贈ります。その後、アンネのバラに託

された思いに共感した多くの人々によって、更に世界中に広がってい

きました。 

長南中学校には、何年も前から校内にバラの木が一本植えられています。春と秋には、きれいなバラの花

が咲きます。実は、このバラが「アンネのバラ」であること、バラの歴史や思いが込められていることを知った

長南中学校の人権問題研究部の生徒たちが、数年前から平和の願いを込めて、ニュースをつくる等の活動

を通して、発信しています。 

また、学校に植えられていたバラの木から、挿し木をし、水やりを続け、時間をかけてバラを増やしました。

１本だったバラの木が今では５本になっています。さらに新たに育ったバラの株を地域の施設やこども園、小

学校にプレゼントし、広めていく活動を進めてきました。 

この度、校内で育てたバラの株のうちの１本が泉佐野市役所に贈られることとなり、植木鉢から花壇に植

えかえる「記念植樹」を２月２７日（月）に実施しました。 

植樹式では校長先生のあいさつに続き、人権問題研究部員からとりくみの発表・報告がありました。 

 「（中略）わたしたちはアンネのバラの挿し木をし、地域をアンネのバラがたくさん咲いている街にするこ

とをめざして活動をしていますが、それはつまり、SDGｓの１１番「住み続けられるまちづくりを」、１６番「平和

と公正をすべての人に」にあてはまる、ということに気づきました。アンネのバラを通して、だれもがありのまま

の姿ですごせる街にしたい、それを目標にしています。差別のない、だれもが安心して住み続けられるまちを

つくっていきたい。平和で公正な世界をつくっていきたい。その実現をめざして、わたしたちから行動を起こし

ていきます。」 

土かけ・水やりの後、生徒代表からの誓いの言葉があり、最後に奥教育長より「ウクライナ侵攻から一年

が経過してもなお解決できずにいます。みなさんの小さな行動が大き

な力となります。これからの学校生活にも活かしてほしいです。本日は

市役所に植樹していただきありがとうございます。大切に育てますね。」

と、中学生へメッセージとエールが伝えられました。 

発表の中では、「アンネのバラは、つぼみから散るまでに、色が変

わります。つぼみの時は、深い赤色、花が開いたときには黄金色、散り

ぎわはピンク色になります。」という説明がありました。 

これからどのように育っていくか、とても楽しみです。場所は庁舎横

駐車場の通用口付近です。市役所にお立ち寄りの際には、ぜひご覧

ください。 

救命救急講習を終えて 
 

初任者研修で、救命救急講習を実施しました。昨年度は、新型

コロナ感染症拡大防止の観点から開催できませんでした。今年

度は初任者と２年目の教職員を対象に１回の受講者の人数を１０

名程度に制限して開催しました。 

救命救急講習では、主に次の２つのことを学びます。 

①心肺蘇生法と AEDの使用について 

②１１９番通報と救急車の呼び方について 

 それぞれの対応の仕方や仕組みについての説明を受けた後、グ

ループにわかれて人形や練習用の AED を使ってロールプレイを

行いました。頭では理解していても、実際に行ってみると思うように

いかないことがありました。特に、胸骨圧迫や AED の使い方は、力の入れ方や装置の操作手順がむずかし

く、戸惑っている受講者もいました。 

学校では、宿泊や運動会、学校水泳などの行事があります。子どもたちが安心して学校生活や行事に参

加できるように、救命級講習で学んだことを生かしてチームワークで迅速に対応できるように日頃から備え

ていきたいと思います。 

 

 

幼児期からの子どもの体力向上について考えよう 
 

泉佐野市体育実技研修会（兼 小学校体育担当者会）を実施し、市内のこども園・小学校から２５名の先

生方が参加しました。 

当日は、泉佐野市体力向上アドバイザーを講師としてお招きし、運動領域における幼児期の学びと小学

校教育（低学年）の円滑な接続に向け、実技を通して系統的な指導の在り方を学びました。 

研修のスタートは、ラダートレーニングを中心としたリズム運動について学びました。そこでは、「道具があ

れば子どもたちは自然と運動できる。だからこそ、指導者側がどのようにきっかけを作ることができるかが重

要である」というお話があり、遊びの中で学ぶ幼児期特有の考え方について学ぶことができました。 

また、なわとび運動では、①縄だけを回す ②その場で跳ぶ ③エアなわとび ④縄を回して跳ぶ といった

ように段階的な指導を行うことで、運動が苦手な子どもたちにとっても安心して取り組むことができる指導

方法を学ぶことができました。 

参加した先生方からは、「マット運動やなわとびなど、どういう風に教えれば良いのか、とても参考になっ

た。」「初めて小学校の先生方と同じ研修を受けることができた。同じことを学ぶけれど、年齢に応じて少し

ずつ変えていく方法が分かった。」「園で教えていた子が小学校でどんな風に過ごしているのかを聞くこと

ができて良かった。」という感想もあり、実技指導だけでな

く、こ・小連携においても深まったのではないかと感じまし

た。 

今回のような研修を行うのは初めてでしたが、学校・園と

いう枠組みを越えた交流の中で先生方が学びあうよい機

会となりました。 

これからも、幼児期からの子どもたちの体力向上に向け

て、子どもの発達段階に即した指導に対する理解が深ま

り、先生方が学びあえる場を持つことができればと思いま

す。 
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